
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              リボンの「三つの輪」は、地域・家庭・学校を表します。 

            このリボンを作成して地域に配ることで、この活動を紹介し 

                 学中校区をみんなであたたかい町にしていきたい、という思いを伝え、 

           思                  広げたいと思っています。 

            このリボンを見かけたら、それはあたたかい心と笑顔のしるし･･･ 

 

 

 

 

 

 

 

 

主旨がわかったところで 

 

 

 

 

 

この活動はこれからも展開し、様々な取組を行う予定です。活動へのアイディアやご意見も募集中！ 

 

 

●もっと詳しく知りたい人は「シトラスリボン」で検索！ 

●リボンの作り方も動画などでたくさん上がっているよ。 

●さくらルームのブログ「さくらルーム通信」でも、詳しく説明しています。 

シトラスリボン プロジェクトは、愛媛県で始まった取組です。 

もともとは、コロナに感染した人や、コロナ治療に携わる医療従事者の方々に 

差別偏見などなく、あたたかく励まし迎えよう、ということがコンセプトなのですが 

コロナだけにとどまらず、大切な人が悲しい思いをしないように、 

学校でも地域でも家庭でも、「ただいま」「おかえり」とあたたかく言いあえる町、 

笑顔で暮らせる町にしよう、という、 

大きなテーマをもった活動です。 

全国にこの呼びかけが支持され、広まっています。 

 

 

この活動に、学業院中学校も賛同して取り組むことになりました。 
同じコミュニティ・スクールブロックの、水城小学校・国分小学校も協力します！ 

さくらルームで、地域に配るシトラスリボンの 

ブローチやストラップを、学中・国分小・水城小 

の地域コーディネーターみんなで作成しました。 

 

３校の地域コーディネーターみんなで作成 

 

100 個以上作りました！！ 

 

西村副校長先生も挑戦！ 

 

シトラスリボン 

 

さくらルーム通信 

 


